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重
厚
で
画
期
的
業
績
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
、
審
査
員

一
同
は
、
諸
橋
君
に
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

平
成
二
九
年
九
月
五
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

玉
井　
　

清

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

赤
木　

完
爾

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
川
原
正
道

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

三
谷
文
栄
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
．
論
文
の
構
成

　

三
谷
文
栄
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
外
交
政
策
と
政

治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
戦
後
日
韓
関
係
に
お
け
る
歴
史
認
識
問

題
を
事
例
に
―
」
の
目
次
と
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

1
．
問
題
の
所
在

2
．
本
論
の
構
成

第
1
部　

�

外
交
政
策
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
関
す
る
理
論

的
考
察

　

第
1
章　

�

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
外
交
政
策
、

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
研
究

　

第
2
章　

�

外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
「
相
互
作
用
モ
デ

ル
」
―
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
再
構
成
を
通
じ
て

第
2
部　

�
戦
後
日
韓
関
係
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
と
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
報
道
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第
3
章　

�

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
の

変
遷

　

第
4
章　

�

日
韓
歴
史
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
の

編
制

　

第
5
章　

�
冷
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
メ
デ
ィ

ア
・
フ
レ
ー
ム
の
変
容
―
慰
安
婦
問
題
を
事
例
に

終
章　

�

外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
相
互
作
用
モ
デ
ル
の
発

展
に
向
け
て

2
．
論
文
の
概
要

　

本
論
文
の
目
的
は
、
外
交
政
策
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
関

す
る
理
論
的
考
察
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
戦
後
日
韓
関
係
に
お

け
る
歴
史
認
識
問
題
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
関
す
る
分
析
を
行

う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
理
論
的
側
面
に
関
し
て
は
、
外
交
政
策
、

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
関
係
を
検
証
す
る
た
め
の
相
互
作
用
モ
デ
ル
を

提
示
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
理
論
的

考
察
を
踏
ま
え
、
戦
後
日
韓
関
係
の
歴
史
認
識
問
題
を
分
析
し
、
外

交
政
策
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
世
論
の
役
割
に

つ
い
て
、
本
論
文
で
は
経
験
的
な
調
査
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

一
連
の
政
策
過
程
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
数

多
く
の
調
査
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
調
査
研
究
は
、

主
に
国
内
政
治
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、

国
際
政
治
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
や
役
割
に
関
し
て
は
、
そ
の

重
要
性
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
き
た
も
の
の
、
本
格
的
な
調
査

研
究
が
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
急
速
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
伴
う
情
報
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
の
一
層
の
進
展
、
そ
し
て
国
際

世
論
の
影
響
力
の
増
大
と
い
う
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
領
域
に
お
け
る
こ
う
し
た
傾
向
は
続
い
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、

世
論
の
三
者
関
係
を
中
心
に
据
え
、
理
論
的
考
察
（
第
1
部
「
外
交

政
策
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
関
す
る
理
論
的
考
察
」）
と
事

例
研
究
（
第
2
部
「
戦
後
日
韓
関
係
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
と
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
報
道
」）
を
行
う
こ
と
を
試
み
た
非
常
に
意
欲
的
な

研
究
成
果
で
あ
る
。
以
下
、
各
章
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
1
章
「
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
外
交
政
策
、

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
研
究
」
で
は
、
外
交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
と
世
論

の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
が
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の

観
点
か
ら
整
理
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
戦
争
宣
伝
研
究
を
は
じ
め
と

す
る
、
一
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
に
関
し
て
批
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判
的
な
観
点
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
種

の
モ
デ
ル
で
は
メ
デ
ィ
ア
は
政
治
エ
リ
ー
ト
の
宣
伝
用
具
と
し
て
、

す
な
わ
ち
受
動
的
な
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
世
論
を
よ
り
主
体
的
、
あ
る
い
は
自

律
的
な
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
効
果
論
、
フ
レ
ー
ム
論
、

そ
し
て
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
か
な
り

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
特
に
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
唱
者
で
あ
る
Ｒ
．
Ｍ
．
エ
ン
ト
マ
ン
の
理
論
展
開
を
綿
密
に

検
討
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
本
論
文
は
、
こ
の
モ
デ
ル
が
政
治
エ

リ
ー
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
三
者
間
の
相
互
作
用
を
重
視
し
、
ま

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
出
来
事
の
解
釈
、
問
題
の
定
義
づ
け
と

い
う
機
能
を
高
く
評
価
す
る
点
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
2
章
「
外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
「
相
互
作
用
モ
デ

ル
」
―
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
再
構
成
を
通
じ
て
」
で
は
、
ま
ず

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
注
目
さ
れ
て
き
た
フ
レ
ー
ム
概
念
、

特
に
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
際
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
有
す
る
権
力
的
側
面
に

関
し
て
、
テ
ク
ス
ト
分
析
あ
る
い
は
言
説
分
析
と
の
関
連
が
強
く
意

識
さ
れ
な
が
ら
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
第
1
章
で

検
討
し
た
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
修
正
が
行
わ
れ
、
外
交
政
策
と

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
関
係
を
分
析
す
る
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
「
相

互
作
用
モ
デ
ル
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
政
府
の
フ

レ
ー
ム
」、「
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
」、「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ

レ
ー
ム
」、
三
者
の
相
互
作
用
と
い
う
観
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
問
題
関
心
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ

て
い
る
。

　
「（
三
者
の
相
互
作
用
：
引
用
者
）
の
結
果
、「
出
来
事
」
を
め
ぐ

る
「
現
実
」
が
構
築
さ
れ
、
社
会
で
広
く
共
有
さ
れ
る
。
こ
の
過
程

に
お
い
て
、
特
定
の
意
味
付
け
が
支
配
的
に
な
り
、
そ
の
意
味
付
け

に
沿
っ
て
外
交
問
題
は
争
点
化
さ
れ
、
政
策
過
程
が
展
開
さ
れ
る
。

…
…
し
か
し
こ
こ
で
も
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
一
連
の
意
味
構
築

過
程
の
中
で
、
争
点
の
意
味
付
け
は
他
の
争
点
や
社
会
的
な
理
念
、

価
値
観
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
意
味
関
係
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
、
争
点
文
化
の
再
生
産
や
変
化
を
生
じ
さ

せ
る
と
い
う
点
で
あ
る
」（
五
二
頁
）。

　

第
2
部
で
は
、
第
1
部
で
提
示
し
た
相
互
作
用
モ
デ
ル
を
用
い
て

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
韓
関
係
に
関
し
て
、
主
に
歴
史
認
識
問
題

を
取
り
上
げ
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
第
3
章
「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
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説
の
変
遷
」
で
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
対
象
に
日
本
に
お
け

る
外
交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

韓
国
交
正
常
化
交
渉
は
、
戦
後
の
日
韓
関
係
の
方
向
性
に
重
大
な
影

響
を
与
え
た
が
、
そ
の
過
程
で
す
で
に
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
日
韓
間

の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
た
。
例
え
ば
、
当
時
の
日
本
側
の
首

席
代
表
で
あ
っ
た
久
保
田
貫
一
郎
は
、
一
九
五
三
年
に
韓
国
の
植
民

地
化
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
こ
の
発
言
に
対
し
て
韓

国
側
が
厳
し
く
批
判
し
、
正
常
化
交
渉
は
一
時
中
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
久
保
田
発
言
」
は
、
日
本
の
国
会
、
政

府
、
そ
し
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
歴
史
認
識
問
題
と
し
て

争
点
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
章
で
は
、
当
時
の
日
本
社
会
の
こ
う
し
た
報
道
（
特
に
一
九

五
一
―
一
九
六
五
年
の
新
聞
記
事
）
が
分
析
さ
れ
、「
正
当
化
」
フ

レ
ー
ム
と
「
反
共
」
フ
レ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー

ム
に
よ
っ
て
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
新
聞
報
道
が
、

当
初
は
日
本
の
植
民
地
支
配
を
「
正
当
化
」
す
る
フ
レ
ー
ム
か
ら
、

日
韓
は
「
反
共
」
の
同
志
と
い
う
フ
レ
ー
ム
へ
と
変
化
し
て
い
く
過

程
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
う

し
た
報
道
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
そ
し
て
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
を
背

景
に
こ
の
交
渉
を
め
ぐ
る
様
々
な
出
来
事
を
意
味
付
け
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
報
道
姿
勢
に
関
し

て
は
、
日
本
の
全
国
紙
の
間
で
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
4
章
「
日
韓
歴
史
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
の
編

制
」
で
は
、
日
韓
両
国
間
で
争
点
化
し
た
歴
史
教
科
書
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
教
科
書
は
当
初
、
保
守
派
か
ら
教
科
書
の

「
偏
向
」
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、「
教
育
の
中
立
性
」
と
い
う
観
点
か

ら
主
に
国
内
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
、
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
外
交
問
題
と
し
て
大
き
な
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

重
大
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
教
科
書
検
定
に
よ
り
中
国
へ
の
「
侵

略
」
が
「
進
出
」
に
、
韓
国
の
「
三
・
一
運
動
」
が
「
三
・
一
暴

動
」
に
書
き
換
え
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
一
連
の
報
道
で
あ
っ
た
（
一

九
八
二
年
六
月
）。

　

本
論
文
で
は
、
こ
の
外
交
問
題
を
め
ぐ
る
報
道
に
関
し
て
、
ア
ジ

ア
へ
の
侵
略
を
強
く
意
識
す
る
「
反
省
」
フ
レ
ー
ム
（
読
売
新
聞
、

朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
な
ど
）、
ア
ジ
ア
の
植
民
地
解
放
を
主
張
す

る
「
正
当
化
」
フ
レ
ー
ム
（
正
論
、
諸
君
な
ど
）、
教
科
書
の
内
容

は
日
本
が
決
め
る
べ
き
と
い
う
「
国
内
問
題
」
フ
レ
ー
ム
（
読
売
新

聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
な
ど
）、
と
い
う
三
つ
の

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
六
月
以

降
、
こ
れ
ら
三
つ
の
フ
レ
ー
ム
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
次

第
に
「
反
省
」
フ
レ
ー
ム
が
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
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と
を
、
一
九
八
二
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
「
宮
沢
談
話
」
に
関
す
る

報
道
分
析
な
ど
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
5
章
「
冷
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
メ
デ
ィ

ア
・
フ
レ
ー
ム
の
変
容
―
慰
安
婦
問
題
を
事
例
に
」
で
は
、
一
九
九

〇
年
代
か
ら
日
本
社
会
で
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る
慰
安
婦
問
題
を
対

象
に
、
メ
デ
ィ
ア
言
説
の
変
化
を
分
析
し
、
政
治
エ
リ
ー
ト
、
メ

デ
ィ
ア
、
世
論
の
関
係
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
が
、
日
本
側
は
慰
安
婦
に
謝
罪
し
、
補
償
す
べ
き
と
い

う
「
反
省
」
フ
レ
ー
ム
（
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
な

ど
）、
慰
安
婦
に
対
す
る
強
制
性
は
な
か
っ
た
の
で
、
謝
罪
や
補
償

は
必
要
な
い
と
い
う
「
正
当
化
」
フ
レ
ー
ム
（
読
売
新
聞
、
産
経
新

聞
な
ど
）、
慰
安
婦
問
題
を
女
性
の
人
権
問
題
と
と
ら
え
、
謝
罪
と

補
償
を
行
う
べ
き
と
い
う
「
人
権
」
フ
レ
ー
ム
（
米
国
な
ど
の
外
国

メ
デ
ィ
ア
）
と
い
う
三
つ
の
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
反

省
」
フ
レ
ー
ム
と
「
正
当
化
」
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
く
対
立
す
る
報
道

が
特
に
顕
在
化
し
た
の
が
、
一
九
九
三
年
八
月
の
「
河
野
談
話
」、

一
九
九
五
年
六
月
に
国
会
で
議
決
さ
れ
た
「
歴
史
を
教
訓
に
平
和
へ

の
決
意
を
新
た
に
す
る
決
議
（
戦
後
五
十
年
決
議
）」、
同
年
八
月
の

「
村
山
談
話
」
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
、
読
売
新
聞
の

報
道
は
「
反
省
」
フ
レ
ー
ム
か
ら
「
正
当
化
」
フ
レ
ー
ム
へ
と
変
化

し
た
が
、
本
章
で
は
そ
の
要
因
に
関
し
て
も
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
章
は
第
一
次
安
倍
政
権
（
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
七

年
）、
お
よ
び
第
二
次
安
倍
政
権
（
二
〇
一
二
年
発
足
）
に
お
い
て

争
点
化
し
た
慰
安
婦
問
題
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え
て
い
る
。
周

知
の
よ
う
に
、
安
倍
首
相
は
「
河
野
談
話
」
の
見
直
し
の
必
要
性
を

主
張
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
の
一
層
の
深
刻
化
を
招
い
た
と
言
え
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
も
「
反
省
」
フ
レ
ー
ム
と
「
正
当
化
」
フ
レ
ー

ム
に
基
づ
く
対
立
す
る
報
道
と
い
う
図
式
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
や
は
り

強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
に
生
じ
た
朝
日
新
聞
の

「
誤
報
」
問
題
で
あ
り
、
本
章
も
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

　

終
章
「
外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
相
互
作
用
モ
デ
ル
の
発

展
に
向
け
て
」
で
は
、
本
論
文
で
提
示
さ
れ
た
相
互
作
用
モ
デ
ル
の

意
義
と
そ
れ
が
事
例
分
析
を
通
じ
て
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
第
一
に
、
一
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル

の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
従
来
の
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
政
治

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
は
異
な
り
、
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル

な
ど
を
修
正
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
分
析
枠
組
み
で
あ
る
外
交
政
策
、

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
相
互
作
用
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
同
時
に
（
メ

デ
ィ
ア
・
）
フ
レ
ー
ム
分
析
の
有
用
性
を
再
確
認
し
た
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
戦
後
日
韓
関
係
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
に
関
す
る
事
例
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分
析
を
通
じ
て
、
外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
三
者
間
の
相
互

作
用
に
よ
る
外
交
問
題
を
め
ぐ
る
意
味
構
築
、
あ
る
い
は
そ
の
過
程

で
生
じ
る
対
立
や
紛
争
の
様
相
を
浮
き
彫
り
に
し
た
点
で
あ
る
。

3
．
論
文
の
評
価

　

政
策
過
程
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
す
で
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
多

く
は
国
内
政
治
の
領
域
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
特
に
、
当
該
分

野
に
お
け
る
日
本
の
研
究
者
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
）。

　

本
論
文
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
外
交
分
野
に
関
わ
る
政
策
過
程

に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
か
な
り
綿
密
な
理
論
的
な
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
本
論
文
を
高
く
評
価
す
る
際
の
一
つ

の
重
要
な
根
拠
で
あ
る
。
特
に
、
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
と
い
う
、

外
交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
領
域
に
お
い
て
多
く
の
注
目
を
集
め

て
き
た
モ
デ
ル
に
関
し
て
、
既
存
の
様
々
な
理
論
や
モ
デ
ル
を
参
照

し
な
が
ら
、
建
設
的
な
修
正
を
加
え
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

な
か
で
も
、
既
存
の
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
論
（
メ
デ
ィ
ア
効
果

論
の
一
種
）、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
、
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー

論
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
主
要
概
念
）、
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
分
析

や
言
説
分
析
に
関
し
て
も
既
存
研
究
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
そ
れ

と
の
関
連
で
外
交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
理
論
・
モ
デ
ル
の
構

築
に
努
め
た
点
は
本
論
文
の
重
要
な
特
長
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
う

し
た
理
論
的
な
議
論
が
、
複
数
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
扱
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
手
際
よ
く
整
理
し
つ
つ
、
非
常
に

明
快
に
、
そ
し
て
ま
た
説
得
力
の
あ
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
点
も

高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
本
論
文
が
日
韓
両
国
間
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
と
い
う
、

重
要
か
つ
複
雑
な
問
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
点
も
評
価
に
値
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
論
文
が
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
基
盤
を

置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
認
識
問
題
に
し
て
も
新
聞
報
道
が
中

心
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
限
界
は
あ
る
し
、
当
該
領
域
に
関
す
る

よ
り
多
く
の
文
献
や
資
料
に
あ
た
る
べ
き
と
い
う
批
判
も
当
然
可
能

で
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
戦
後
の
日
韓
の
外
交
史
、
そ
し
て
両
国
の

国
情
や
政
治
情
勢
に
一
定
程
度
目
を
配
り
つ
つ
、
そ
の
上
で
新
聞
報

道
を
中
心
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
分
析
を
行
い
、
評
価
し
よ
う
と
し
た
試

み
は
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
相
応

に
評
価
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
1
部
で
行
わ
れ
た
理
論
的
検
討
、
特
に
外
交
政
策
、

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
「
相
互
作
用
モ
デ
ル
」
が
、
第
2
部
の
戦
後
日

韓
関
係
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
に
関
す
る
事
例
分
析
に
、
か
な
り
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の
妥
当
性
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
理
論
編

と
分
析
編
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
研
究
は
、
往
々
に
し
て
両
者
の
架

橋
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
論
文
の
場
合
、
第
2
部
の
事
例

研
究
に
お
い
て
、
外
交
政
策
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
に
関
す
る
資
料

（
新
聞
報
道
な
ど
も
含
む
）
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
言
及
さ
れ
、
第
1
部

の
理
論
的
検
討
が
か
な
り
の
説
得
力
を
も
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
も
本
論
文
の
優
れ
た
点
だ
と
言
え
る
。

　

そ
の
一
方
、
本
論
文
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
批
判
を
行
う
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
第
一
は
、
外
交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
問
題

設
定
を
行
っ
た
以
上
、
や
は
り
外
交
、
国
際
関
係
、
国
際
政
治
に
関

す
る
既
存
研
究
を
（
当
時
の
国
際
情
勢
に
関
す
る
研
究
も
含
め
）、

よ
り
参
照
し
、
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
論
文

が
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
枠
内
に
あ
る
と
は
い
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
学
際
的
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い

る
以
上
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
研
究
領
域
に
も
よ
り
踏
み
込
む
べ
き
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
本
論
文
で
提
起
さ
れ
た

「
相
互
作
用
モ
デ
ル
」
を
、
理
論
的
に
さ
ら
に
展
開
し
、
ま
た
精
緻

化
し
て
い
く
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ

ル
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
し
た
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
と
従
来
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
交
差
し
な
が
ら
生
成
す
る
複
雑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況
を
照
ら
し
出
す
た
め
の
理
論
的
枠
組
み

と
な
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
け
に
、
一
層
の
理
論
的
展
開

が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
に
違
い

な
い
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
第
二
に
、
本
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で

あ
る
「
相
互
作
用
」
に
関
す
る
説
明
の
不
十
分
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
が
情
報
の
伝
達
・
交
換
と
い
う
社
会
過
程

を
意
味
す
る
以
上
、
こ
の
用
語
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
分
析
を
行
う

こ
と
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
特
に
事
例
分
析
を
行
う
際
に

は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
（
あ
る
い
は
政
府
）、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
相

互
作
用
の
結
果
、
外
交
政
策
が
決
定
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
視

点
を
取
り
入
れ
た
方
が
よ
り
明
快
な
説
明
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
に
代
表
さ
れ
る
外

交
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
が
、
こ
の
点
に
あ

ま
り
配
慮
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
、
こ
の
種
の
研
究
領
域
全
体
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問

題
を
認
識
し
、
克
服
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
本
論
文

の
意
義
は
よ
り
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
本
論
文
が
韓
国
の
外
交
政
策
、
世
論
、
新
聞
報
道
に
つ

い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、

本
論
文
が
、
日
韓
両
国
間
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
に
関
す
る
、
日

本
の
外
交
政
策
、
世
論
、
新
聞
報
道
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
主
眼
を
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置
い
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
側
の
状
況
に
関

す
る
説
明
や
記
述
が
よ
り
多
く
行
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
は

前
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
日
韓
関
係
や
歴
史
認
識
問
題
や
慰
安
婦

問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
を
よ
り
参
照
し
て
い
た
な
ら
ば
、
本
論
文

の
事
例
研
究
の
説
得
力
は
一
層
高
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

4
．
結
論

　

本
論
文
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
批
判
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
は

あ
る
。
と
は
い
え
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
見
た

場
合
の
理
論
的
考
察
の
水
準
の
高
さ
、
な
か
で
も
外
交
政
策
と
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
モ
デ
ル
構
築
に
関
す
る
斬
新
か
つ
意
欲
的
な
試
み
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ス
ト
分
析
を
通
じ
た
日
韓
両
国
間
の
歴
史

認
識
問
題
に
関
す
る
事
例
研
究
の
学
術
的
貢
献
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
批
判
も
今
後
の
研
究
課
題
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
適
切
だ

と
思
わ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位

を
授
与
す
る
に
値
す
る
と
判
断
し
、
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
一
〇
月
六
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
石　
　

裕

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

澤
井　
　

敦

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
社
会
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

西
野　

純
也

法
学
研
究
科
委
員
・
政
治
学
博
士　
　
　
　
　
　


